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令和６年度第３回大磯町文化財専門委員会議 議事録 

 

 

 

１．日 時  令和７年３月 27日（木） 

開会時間／午前 10時   閉会時間／午前 11時 10分 

 

２．場 所  大磯町立図書館 ２階 (大)会議室 

 

３．出席者   

（委 員） 薄井和男／委員長 

       田尾誠敏／副委員長 

       山崎祐子／委員 

       細井 守／委員 

       山﨑鯛介／委員 

 

（事務局） 北水慶一／旧吉田茂邸利活用担当課長兼郷土資料館長 

      守屋清志／生涯学習課長兼生涯学習館長 

熊澤香織／生涯学習課副課長 

原田睦子／生涯学習課主任主事 

真保 元／郷土資料館主事 

 

４．傍聴者  無し 

 

（ 開 会 ） 

 

・会議成立の確認 

・会議公開の確認 

・傍聴者有無確認 

・資料の確認 

 

５．前回会議録の確認 

 

６．議事 

議題（１）令和６年度文化財関連事業の進捗状況について 

事務局から資料の説明を行った。 

・令和７年２月９日に、六所神社で文化財消防訓練を実施した。 

・文化財説明板板面張替修繕について修繕が完了した。委員の皆様に校正いた

だき感謝申し上げる。 
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主な質疑応答は以下のとおり 

〔文化財調査について〕 

（委 員）仏像調査について具体的に説明してほしい。 

（委 員）11 月の善福寺の阿弥陀如来立像について、神奈川県職員が調査を行

った。肩や袖の塗りの剥がれ等が見られるが、虫食いはなく、緊急修

繕の必要はないものと判断される。 

（委 員）１月の池田成彬別邸調査について、温室の屋根等について、打合せを

行った。温室の屋根がガラスで危険な為、ポリカーボネート製にする

かどうかを検討した。ポリカーボネートはたわむし、雨天時の雨音も

ボトボトする音になる。建物の価値が高い為、国に再検討を伝えた。 

（委 員）最終的にはどうなったのか。 

（事務局）調整中となっている。 

 

議題（２）令和７年度文化財関連事業計画について 

事務局から資料の説明を行った。 

・およそ例年通りに実施する予定。文化財看板板面修繕は完了した。予算につ

いては、管理奨励交付金等を増額する。 

 

主な質疑応答は以下のとおり 

〔クラウドファンディングについて〕 

（委 員）クラウドファンディングは実施するのか。 

（事務局）クラウドファンディングは実施する。３月の予算委員会で、額が未確

定であるクラウドファンディングを充てるのはおかしいと指摘があ

った。そのため、２月末現在で作成した資料の予算（案）から、クラ

ウドファンディングの記載は削除に訂正する。 

（委 員）金額の変更はないか。承認されたものか。 

（事務局）金額変更はなく、承認されている。増額は保存会等から声があがって

いたもので、町長の思いでもあり、町の姿勢をみせるものである。 

（委 員）増額の幅も適正。 

（委 員）他の自治体の調査をしているか。 

（事務局）このクラウドファンディングは、ふるさと納税制度を活用できる。他

の自治体は調査していない。 

（委 員）川崎市で古代（橘樹官衙）の衣装を製作するクラウドファンディング

を活用した。達成するまでひやひやしていた。達成しなかった場合は

どうするつもりだったのか。 

（事務局）その場合は、一般財源を充当することを想定していた。 

（委 員）返礼品はあるか。 

（事務局）返礼品はない。 

（委 員）川崎市は、返礼品はなかったが、（市文化財課主催講座に）優先的に

参加できるものを出している。何かサービスを考えたらどうか。 
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（事務局）検討する。 

 

議題（３）町文化財指定について（諮問） 

事務局から資料の説明を行い、委員の意見をうかがった。 

・大磯町高麗の慶覚院の毘沙門天立像について、町指定有形文化財としての意

見の具申を求めた。 

（委 員）この像は完成か未完成か判断がわかれるもので、宝
ほう

城坊
じょうぼう

や弘明寺
ぐみょうじ

の

仏像に見られる鉈
なた

彫
ぼ

りのような鑿
のみ

のあとを規則的に残しており、内
うち

刳
ぐ

りのない

一本
いちぼく

造りで、平安後期（12 世紀）の制作である。顔は後世に彫り直され整えら

れているが、この地域ならではの山岳信仰、神仏習合の時代にふさわしい像とい

える。兵火を逃れたと歴史資料の裏付けがとれており、高麗の歴史をあらわす貴

重なものではないか。 

 

主な質疑応答は以下のとおり 

〔高麗の展示施設について〕 

（委 員）以前話題にあがったが、高麗に展示施設はできないか。 

（事務局）具体的には話が進んでいない。 

（委 員）生涯学習館が高麗資料館になるのはどうか。神仏習合の一大聖地とし

て、注目されるのではないか。 

 

〔毘沙門天立像の指定に向けての予定について〕 

（委 員）毘沙門天立像の指定に向けての今後のスケジュールは。 

（事務局）次回、令和７年７月に答申をいただいて、町教育委員会で検討し、早

ければ夏ぐらいになる予定。 

（委 員）郷土資料館で公開を（お願いする）。 

 

〔国府祭の進捗状況について〕 

（委 員）国府祭の進捗状況について、文化財専門委員全員で情報共有したい。 

（事務局）国府祭の概要書を作成中で、県に提出する予定。専門委員の方に内容

をご確認いただきたい。 

（委 員）文化庁の意図とどれだけ沿えるか。担当調査官とどれだけ密にやりと

りしているか。これを丁寧にする必要がある。大変心配している。 

 

議題（４）その他 

 ・次回の文化財専門委員会議は、７月の予定。 

 ・令和７年３月１日から、郷土資料館でひな人形展を開催している。くくり猿

等も展示している。 

 

（ 閉 会 ） 


